カタストロフォイ　最後に触れること
1 地下駐車場がなぜあるのか

　みなさんは、大災害をなんだと想像したか。

　ほとんどの場合、地震。ファシリテーターは「地震」とは言っていないが、つい「地震」だと想定する。

　日本では、小さいころから地震に対しての避難訓練が頻繁に行われており、避難の仕方や避難所が「体育館」「学校」などであることも刷り込まれている。

　でも、大災害と言えば地震ではなく、たとえば「トルネード：竜巻」という国もある。実際、アメリカの学校の一部ではトルネードの避難訓練が行われている。「トルネード」のときは、体育館などの軽くて広い場所は一番危険で（吹き飛ばされるから）、地下などが安全な場所だとされている。だから、この場合は「地下駐車場」は避難所になりうる。

　このように、所変われば災害も変わり、避難の仕方も変わる。地震のない国、違う災害が想定されている国から来た場合には避難の仕方や避難所の常識も違うので、こちらがあたりまえと思っていることがあたりまえではない。そのことにも気づいてもらいたい。

2 多言語表記について

　この多言語表記は、横浜国際交流協会が作成したものをもとにしている。浜松市でもこれをもとにした多言語シートを作成し、各避難所に配置してある。（実物のセットあり）

3 「やさしい日本語」について

　　　多言語表示にも限界があるので、とりあえずできるのは「やさしい（分かりやすい）日本語」を使うこと。いくら振り仮名をふっても、漢字を使ったの熟語は分かりにくいが、簡単な話し言葉に変えて表現すると比較的分かりやすい。（例：倒壊危険→EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たお),倒)れる・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あぶ),危)ない）
＊弘前大学社会言語学研究室HP  http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/
＊「やさしい日本語」の手引き（愛知県）http://www.pref.aichi.jp/kokusai/easyjapanese/tebiki.pdf
4 避難所のピクトグラムについて

　避難所を表すピクトグラムには普遍的なものがない。一番近いものとして「緑十字」にしたが（日本では、安全衛生を表すものとして広く使われている）、「十字」にしても、イスラム圏では「十字」の形はキリスト教を表すものとして嫌われ、「赤十字社」を表すにも十字の代わりに月のマークにして「赤新月社」（せきしんげっしゃ）と呼ばれている。国際的に普遍的なマークというのは難しい。
　ちなみに、赤十字社では、宗教的に中立な「レッドクリスタル」という形を2005年に採択している。

5 浜松市で使われる「津波避難地」のマークについて

　浜松では津波からの避難を想定して、「津波避難地」のマークがある。津波が起こるという地域性によって、他のマークも必要となる。しかし、これもどれだけ認知されているか。
